
第 １ ５ 期 決 算 公 告 

 

広島県広島市南区宇品神田二丁目９番４号 
株式会社ビー・スマイル 
代表取締役 高橋 昌士 

貸 借 対 照 表 
（平成 28 年 3 月 31 日現在）          

（単位：千円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

流動資産 28,306  流動負債 

一年以内返済関係会社長期借入金 

未払費用 

未払法人税等 

関係会社短期債務 

関係会社短期借入金 

賞与引当金 

 

固定負債 

関係会社長期借入金 

預り敷金 

負 債 合 計 

50,726  

5,040  

4,761  

102  

  177  

36,144  

4,500  

 

40,424  

32,360  

8,064  

91,150  

現金及び預金 

未収入金 

売掛金 

前払費用 

関係会社短期貸付金 

繰延税金資産 

その他流動資産 

1,202  

815 

24,671  

115  

－  

1,500  

－  

固定資産 

有形固定資産 

建物 

建物付属設備 

構築物 

工具器具備品 

減価償却累計 

 投資その他の資産 

長期前払費用 

長期繰延税金資産 

その他投資 

 126,690  

124,580  

142,315  

88,236  

5,414  

1,198  

▲112,585  

2,109  

251  

1,814  

44  

 

純 資 産 の 部 

株主資本 

資 本 金 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

純 資 産 合 計 

63,845  

50,000  

13,845  

13,845  

13,845  

     63,845 

資産合計 154,996  負債・純資産合計 154,996  

 個 別 注 記 表  

 

I. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１．固定資産の減価償却方法 

建物（建物付属設備除く）につきましては定額法、その他の有形固定資産については定率法を採用し

ており、それらは法人税法に規定する減価償却の方法と同一の基準であります。 

２．引当金の計上基準 

    賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当期において負担すべき額を計上しております。 

３．収益および費用の計上基準 

    収益は実現主義により、費用は発生主義により計上しております。 

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜き方式によっております。 

II. 当期純利益金額 

当期純利益の金額 ▲4,278 千円 

 


